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平成２５年第１回西はりま消防組合議会臨時会議事日程  

平成２５年４月２２日（月）午後２時開議 

 

１ 臨時議長紹介及びあいさつ 

２ 管理者あいさつ 

３ 開会宣言 

４ 開議宣言 

  日程第 １ 仮議席の指定 

  日程第 ２ 議長の選挙について 

  日程第 ３ 議席の指定 

  日程第 ４ 会議録署名議員の指名（１番 渡邊 慎治議員、１０番 西岡 正 

        議員） 

  日程第 ５ 会期の決定（平成２５年４月２２日（月）の１日） 

  日程第 ６ 副議長の選挙について 

  日程第 ７ 議員提出第１号 西はりま消防組合議会会議規則制定について 

  日程第 ８ 承認第１号 専決処分した事件（西はりま消防組合の休日を定める 

              条例外３２件の条例制定について）の承認を求めるこ 

              とについて 

        承認第２号 専決処分した事件（兵庫県市町村退職手当組合への加 

              入について）の承認を求めることについて 

        承認第３号 専決処分した事件（西はりま消防組合指定金融機関の 

              指定について）の承認を求めることについて 

  日程第 ９ 承認第４号 専決処分した事件（平成２５年度西はりま消防組合一 

              般会計暫定予算）の承認を求めることについて 
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  日程第１０ 同意第１号 西はりま消防組合監査委員選任の同意を求めることに 

              ついて 

  日程第１１ 同意第２号 西はりま消防組合公平委員会委員選任の同意を求める 

              ことについて 

  日程第１２ 議案第１号 平成２５年度西はりま消防組合一般会計予算 

５ 閉会宣言 

６ 閉会あいさつ 
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会議に出席した議員 

 

        １番 渡 邊 慎 治   ２番 角 石 茂 美 

        ３番 三 里 茂 一   ４番 柳 生 陽 一 

        ５番 高 山 政 信   ６番 岡 田 初 雄 

        ７番 清 原 良 典   ８番 佐 野 芳 彦 

        ９番 山 田 広 治  １０番 西 岡   正 

 

会議に欠席した議員 

 

な   し 

 

議事に関係した事務局職員 

 

消防本部総務課 

係長 梶原 昭一   係長 垣谷 直宏 

主査 友政 貴仁   主査 勝又 雅裕 
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地方自治法第１２１条の規定による出席者 

 

     管理者（たつの市長） 西田 正則  副管理者（相生市長） 谷口 芳紀 

     副管理者（宍粟市長） 田路  勝  副管理者（太子町長） 北川 嘉明 

     副管理者（佐用町長） 庵逧 典章  消防長     横田 京悟 

     会計管理者   井上 伸史  副消防長    進藤耕太郎 

     副消防長    幸島 幸博  次長兼相生消防署長 坂本 春喜 

     次長兼たつの消防署長 玉田 龍彦  次長兼宍粟消防署長 桑垣 繁伸 

     次長兼太子消防署長 岩村 義孝  次長兼佐用消防署長 藤本 哲徳 

     たつの消防署参事 土井  誠  消防本部総務課長 森谷 泰昌 

     相生消防署総務課長 前川  明  相生消防署予防課長 平林 祐治 

     相生消防署警防課長 真野 秀男  たつの消防署予防課長 合田 昌司 

     たつの消防署警防課長 満田 利郎  宍粟消防署総務課長 竹尾 友宏 

     宍粟消防署予防課長 内海 一義  宍粟消防署警防課長 日下 誠人 

     太子消防署総務課長 廣岡 宏一  太子消防署予防課長 横田 惠一 

     太子消防署警防課長 内海 武彦  佐用消防署総務課長 新田 伸二 

     佐用消防署予防課長 堤  敏明  佐用消防署警防課長 木南 敏之 

     代表監査委員  竹代 修一  公平委員会委員 清水 康廣 

     公平委員会委員 松本 文隆  公平委員会委員 内山 宗一 
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臨時議長紹介及びあいさつ 

○番外（消防本部総務課長 森谷泰昌） 

 失礼いたします。本日招集されました臨時会は西はりま消防組合発足後、最初の議

会でございますので、議長が選出されるまでの間、地方自治法第１０７条の規定によ

り年長議員が臨時に議長の職務を行うことになっております。つきましては出席議員

中、岡田初雄議員が年長議員でございます。したがいまして岡田初雄議員が議長の職

務を行いますので御紹介申し上げます。それでは岡田初雄議員、議長席のほうへお進

みください。 

（臨時議長議長席に着く） 

○臨時議長（岡田初雄） 

 初めてというのはどきどきするものでございます。２４年間議員をさせてもらった

んですけど、初めて臨時議長でございますので、どきどきしております。どきどきは

とても新鮮でございますので、何とかやってまいります。 

 きのうの朝起きましたら裏山に雪が積もっておりました。すごいところに私は住ん

でいるなとしみじみ思ったんですが、これもどきどきしました。初めての経験でござ

います。４月の終わりになって雪が降っている、中ごろですか、初めての経験でござ

いました。何かおかしいことがあるんやないかと思って、考えてみますと、ちょうど

５月は選挙ということで、おかしいことがあるんじゃないかと、こんなこと思ったり

してますが、どきどきする思いで、きょうから始まりますまずは議会なんですけど、

初めての議会です。どきどきしながら皆様方の意見、質疑をどきどきしながら聞きた

いなと、こんなふうに思っております。よろしくお願いします。（拍手） 

 それでは、私は長老でございますので、御案内のように宍粟市議会議長の職をあず

かっている岡田でございます。あと５月１４日までが私の任務でございまして、一生

懸命血を吐くまでやりますので、よろしくお願いします。 
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 それでは、本日、第１回西はりま消防組合会議臨時会を開会に当たり地方自治法第

１０７条の規定により私が臨時議長の職務を行います。議長選挙が終わるまでの間、

議員各位の御協力お願いいたしまして、無事にその任務を終えたいと思っております

ので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは議事を進めてまいります。 

 開会に先立ちまして西田正則管理者から挨拶をいただきます。よろしくお願いしま

す。 

管理者あいさつ 

○管理者（西田正則） 

 開会に先立ちまして一言御挨拶申し上げます。新緑の薫る爽やかな好季節を迎えま

した本日、ここに組合設立に伴う記念すべき第１回西はりま消防組合議会臨時会を招

集させていただいたところ、議員の皆様には御健勝にて御出席を賜り開会が宣せられ

る運びとなりましたことに対しまして厚くお礼を申し上げます。 

 さて、西はりま地域の住民の生命と財産を守るべく構成市町議会議員各位の御指導、

御支援もいただきながら相生市、たつの市、宍粟市、太子町及び佐用町の３市２町の

消防広域化によりまして４月１日に管轄人口２１万人の西はりま消防組合が誕生いた

しまして、はや３週間が過ぎております。この間、新組合への移行が円滑に進みます

よう職員とともに進めてまいり、おかげをもちまして大きな混乱もなく、事故もなく、

おおむね順調に消防行政が進展しておりますことに対しまして深く感謝を申し上げる

次第でございます。 

 さて、今期臨時会で御審議をお願いいたします案件は、既にお手元にお届けいたし

ておりますとおり、議員提出議案１件を初め専決処分いたしました事件の承認を求め

るもの４件、監査委員及び公平委員会委員の選任に関する同意を求めるもの２件、一

般会計予算の議案１件の計８件でございます。これらのうち専決処分案件につきまし
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ては、緊急やむを得ないものとして措置させていただいておるものでございますので

御理解をお願いいたします。また、同意を求めるもの２件及び議案１件につきまして

も、いずれも重要かつ急を要するものでございますので、何とぞ慎重な御審議をいた

だきまして満場一致の御賛同をもって可決賜りますようお願い申し上げます。 

 本日は、議会運営の根幹となります議長の選任などが行われる予定とお聞きしてお

りますが、どうか円滑な議事運営がなされますよう御祈念申し上げまして開会の御挨

拶といたします。どうぞよろしくお願いします。ありがとうございました。 

○臨時議長（岡田初雄） 

 ただいま管理者の挨拶が終わりました。 

 さて、議事の進行につきましては、西はりま消防組合議会会議規則がまだ制定され

ておりませんので、今期臨時会において議員提出議案第１号で提案されます西はりま

消防組合議会会議規則案に準じて進行させていただきたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○臨時議長（岡田初雄） 

 御異議なしと認めます。よって議事の進行につきましては、西はりま消防組合議会

会議規則案により進めます。 

開 会 宣 言 

○臨時議長（岡田初雄）  

 ただいまより平成２５年第１回西はりま消防組合議会臨時会を開会いたします。 
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開 議 宣 言 

○臨時議長（岡田初雄） 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の出席議員数並びに地方自治法第１２１条の規定による説明のための出席を求

めた者の職・氏名等について消防本部総務課長より報告いたします。消防本部総務課

長。 

○番外（消防本部総務課長 森谷泰昌） 

 命により御報告いたします。 

 まず本日の出席議員数についてでありますが、本日ただいまの議員の出席数は１０

名でございます。 

 次に地方自治法第１２１条の規定により説明のため本臨時会に出席を求めた者の

職・氏名についてでありますが、お手元に配付いたしております名簿のとおりでござ

いますので、御清覧願います。 

○臨時議長（岡田初雄） 

 以上で報告を終わります。 

～日程第１ 仮議席の指定～ 

○臨時議長（岡田初雄） 

 これより日程に入ります。 

 まず日程第１、仮議席の指定を行います。 

 議事進行上、仮議席を指定いたしたいと思います。仮議席はただいま御着席の席を

指定いたします。 
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～日程第２ 議長の選挙について～ 

○臨時議長（岡田初雄） 

 次に議長の選挙を行います。 

 お諮りいたします。選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規

定による指名推選の方法によりたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○臨時議長（岡田初雄） 

 御異議なしと認めます。よって選挙の方法は指名推選によることに決定いたしまし

た。 

 次にお諮りをいたします。指名の方法については臨時議長が指名することにしたい

と思いますが、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○臨時議長（岡田初雄） 

 御異議なしと認めます。よって臨時議長において指名することに決定いたしました。 

 議長に４番柳生陽一議員を指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいま臨時議長に指名いたしました柳生陽一議員を議長の当

選人と定めることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○臨時議長（岡田初雄） 

 御異議なしと認めます。よってただいま指名いたしました柳生陽一議員が議長に当

選されました。 

 ただいま議長に当選されました柳生陽一議員が議場におられますので本席から議長

の当選を告知いたします。 
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 ただいま当選されました柳生陽一議員より発言を求められておりますので、これを

許可いたします。 

 それでは議長に就任されまして一言御挨拶をお願いいたします。 

○議長（柳生陽一） 

 失礼いたします。ただいま西はりま消防組合の議長に御推挙いただき御承認いただ

きました柳生でございます。どうぞよろしくお願いいたします。もともと若輩者でご

ざいますので、どうぞ皆様方の御協力を得ながら任務を全うしてまいりたいと思いま

すので、今後ともよろしくお願いいたします。ありがとうございました。（拍手） 

○臨時議長（岡田初雄） 

 議長の挨拶は終わりました。 

 臨時議長としての職務は終了いたしました。西はりま消防組合の発足後、最初の議

会における重要な責任を無事に遂行し終えましたことは、ひとえに議員皆様方の御協

力のたまものと深く感謝申し上げます。終わりになりまして大変貴重な経験をさせて

いただきました。私の議員生活の歴史の１ページに刻んでおきたいなと、こんなふう

に思っています。どうもありがとうございました。（拍手） 

（新議長議長席に着く） 

○議長（柳生陽一） 

 事務引き継ぎのため暫時このままの状態で休憩いたします。 

（午後２時１０分休憩） 

（午後２時１０分再開） 

○議長（柳生陽一） 

 それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 
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～日程第３ 議席の指定～ 

○議長（柳生陽一） 

 日程第３、議席の指定を行います。 

 議席は会議規則第３条第１項の規定により議長において指定いたします。議席につ

きましては、ただいま御着席の議席を指定いたします。 

～日程第４ 会議録署名議員の指名～ 

○議長（柳生陽一） 

 日程第４、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は会議規則第６２条の規定により議長において１番渡邊慎治議員、

１０番西岡正議員を指名いたします。両議員よろしくお願いいたします。 

～日程第５ 会期の決定～ 

○議長（柳生陽一） 

 次に日程第５、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期臨時会の会期は本日１日といたしたいと思いますが、これ

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって会期は本日１日と決定いたしました。 

～日程第６ 副議長の選挙について～ 

○議長（柳生陽一） 

 次に日程第６、副議長の選挙を行います。 
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 お諮りいたします。選挙の方法につきましては、先ほどの議長選挙と同様に地方自

治法第１１８条第２項の規定による指名推選の方法によりたいと思いますが、これに

御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって選挙の方法は指名推選によることに決定いたしまし

た。 

 さらにお諮りいたします。指名の方法については議長が指名することといたしたい

と思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって議長において指名することに決定いたしました。 

 副議長に２番角石茂美議員を指名いたします。 

 お諮りいたします。ただいま議長が指名いたしました角石茂美議員を副議長の当選

人と定めることに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よってただいま指名いたしました角石茂美議員が副議長に

当選されました。 

 ただいま副議長に当選されました角石茂美議員が議場におられますので本席から副

議長の当選を告知いたします。 

 ただいま当選されました角石茂美議員より発言を求められておりますので、これを

許します。 
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○副議長（角石茂美） 

 失礼いたします。ただいま皆様方の御推挙で副議長という大役を得ました。これか

らは柳生議長のもとで補佐を十分にしていきたいと思いますので、本日から補佐をし

ていきますので、皆さん方の御協力、また御支援よろしくお願いいたしまして簡単で

はございますが挨拶といたします。（拍手） 

○議長（柳生陽一） 

 副議長の挨拶は終わりました。 

～日程第７ 議員提出第１号～ 

○議長（柳生陽一） 

 次に日程第７、議員提出第１号、西はりま消防組合議会会議規則制定についてを議

題といたします。 

 この際、お諮りいたします。ただいま議題となっております議員提出第１号につい

ては、あらかじめ御協議願ったことでもありますので、提案理由の説明、質疑の議事

を省略いたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって議員提出第１号は提案理由の説明、質疑の議事を省

略することに決しました。 

 これより討論に入ります。御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御発言がないので討論を終結して直ちに表決に入ります。 
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 お諮りいたします。議員提出第１号については原案のとおり可決することに決して

御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって議員提出第１号は原案のとおり可決されました。 

～日程第８ 承認第１号から承認第３号～ 

○議長（柳生陽一） 

次に日程第８、承認第１号、専決処分した事件（西はりま消防組合の休日を定め

る条例外３２件の条例制定について）の承認を求めることについてから、承認第３号、

専決処分した事件（西はりま消防組合指定金融機関の指定について）の承認を求める

ことについてまでの３件を一括議題といたします。 

上程議案に対する説明を求めます。横田消防長。 

○消防長（横田京悟） 

 ただいま議題となりました承認第１号から承認第３号までの３件について一括して

提案の理由及びその内容について御説明申し上げます。 

 まず承認第１号、専決処分した事件（西はりま消防組合の休日を定める条例外３２

件の条例制定について）の承認を求めることについて申し上げます。地方自治法第１

７９条第１項の規定によりお手元に配付しております専決第１号のとおり、西はりま

消防組合の休日を定める条例外３２件の条例制定を専決いたしましたので、同条第３

項の規定により承認を求めるものでございます。本年４月１日、西はりま消防組合の

発足時に制定いたしましたこれらの条例につきましては、旧市町消防本部の条例を基

本とし、差異のあるものについては広域化協議会、幹事会、部会等で調整し、その内

容を精査した後に制定いたしております。条例につきましては本来議会で御審議いた
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だき制定すべきものでありますが、諸般の事情から議会を招集する時間的余裕がない

ことが明らかであると認められましたので専決処分したものでございます。専決いた

しました３３件の条例について専決処分の条例一覧に基づき順次御説明申し上げます。 

 まず第１号、西はりま消防組合の休日を定める条例は、地方自治法第４条の２の規

定に基づき組合の休日に関して必要な事項を定めております。第２号、西はりま消防

組合公告式条例は、条例、規則等の公示、公表等の方法を定めております。第３号、

西はりま消防組合議会の定例会の回数を定める条例は、定例会の回数を年２回といた

しております。第４号、西はりま消防組合監査委員条例は、監査委員に関する趣旨、

監査等の通知、結果の報告、公表の方法等を定めております。第５号、西はりま消防

組合消防本部及び消防署設置条例は、消防本部及び消防署の設置、名称、位置並びに

消防署の管轄区域を定めております。第６号、西はりま消防組合公平委員会設置条例

は、地方公務員法第７条第３項の規定に基づき公平委員会の設置を定めております。

第７号、西はりま消防組合人事行政の運営等の状況の公表に関する条例は、地方公務

員法第５８条の２の規定に基づき人事行政の運営等の状況の公表に関し必要な事項を

定めております。第８号、西はりま消防組合情報公開条例は、住民が公文書の開示を

請求する権利と組合の保有する情報の公開に関する手続を定めております。第９号、

西はりま消防組合個人情報保護条例は、個人の権利利益を保護することを目的とし、

組合の個人情報の取り扱いについての基本的な事項を定めております。第１０号、西

はりま消防組合行政手続条例は、行政運営の公正の確保や透明性の向上を図り住民の

権利利益の保護を目的とし、処分、行政指導や届け出に関する手続について共通する

事項を定めております。第１１号、西はりま消防組合職員定数条例は、消防職員の定

数を２８０人と定めております。第１２号、西はりま消防組合職員の分限の手続及び

効果に関する条例は、職員の意に反する昇任、免職及び休職の手続と効果について定

めております。第１３号、西はりま消防組合職員の定年等に関する条例は、職員の定

年を６０歳とし、特例としての勤務延長の手続を定めております。第１４号、西はり
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ま消防組合職員の再任用に関する条例は、職員が定年退職等の後、再任用する場合に

ついて、その対象者や任期等について定めております。第１５号、西はりま消防組合

職員の懲戒の手続及び効果に関する条例は、職員の戒告、減給及び停職の懲戒の手続

及び効果について定めております。第１６号、西はりま消防組合職員の服務の宣誓に

対する条例は、新たに地方公務員となった者が全体の奉仕者としての誠実かつ公正に

職務を遂行することを宣誓しなければ職務を行ってはならないことを定めております。

第１７号、西はりま消防組合職員の職務に専念する義務の特例に関する条例は、研修

会等への参加など職員の職務専念義務を免除する場合を定めております。第１８号、

西はりま消防組合職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例は、職員の勤務時間や

休日や休暇の種類、日数などを定めております。第１９号、西はりま消防組合職員の

育児休業等に関する条例は、育児休業法の規定に基づき職員の育児休業に関し必要な

ことを定めております。第２０号、西はりま消防組合議会の議員その他非常勤の職員

の公務災害補償等に関する条例は、議会の議員その他非常勤の職員の公務上の災害、

通勤による災害に対する補償に関する制度を定めております。第２１号、西はりま消

防組合職員の労災制度に関する条例は、労災事業については一般財団法人兵庫県市町

職員互助会に委託し、福利厚生、医療等の給付その他の事業を行うことを定めており

ます。第２２号、西はりま消防組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例は、特別職に属する非常勤職員の報酬及び費用弁償の額並びに支給方法

を定め、管理者、副管理者及び議会議員にあっては年額で、監査委員、公平委員会及

び情報公開、個人情報保護審査会委員にあっては日額支給としております。また、旅

費については、西はりま消防組合旅費支給条例の規定を準用することとしております。

第２３号、西はりま消防組合証人等の実費弁償支給条例は、組合の機関の請求により

出頭し、参加し、または出席した場合に実費弁償を支給するもので１回につき２，６

００円としております。第２４号、西はりま消防組合職員の給与に関する条例は、旧

４消防本部ともに行政職給料表を適用しておりましたが、６級制と７級制を採用する
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消防本部があり、支給額にも差異があり統一を図ることが困難であったため、平成２

５年度から平成２７年度までの３カ年は西はりま消防組合に採用される前にそれぞれ

が勤務していた市町の給料表を適用することとし、平成２８年３月までに新しい給与

額を決定し調整を図ることとしております。なお、平成２５年４月１日以降新たに採

用する職員にあっては、本条例に規定する給与額を適用するものであります。第２５

号、西はりま消防組合職員の特殊勤務手当に関する条例は、旧４消防本部の手当支給

要件及び支給額に差異があり統一を図ることが困難であったため、給与に関する条例

と同様に平成２５年度から平成２７年度までの３カ年は西はりま消防組合に採用され

る前にそれぞれが勤務していた市町の手当額を適用することとし、平成２８年３月ま

でに新しい手当額を決定し調整を図ることとしております。なお、平成２５年４月１

日以降新たに採用する職員にあっては本条例に規定する手当額を適用するものであり

ます。第２６号、西はりま消防組合職員旅費支給条例は、旧４消防本部の旅費の支給

要件、実額について調整を図り日額を２，６００円とし、宿泊料は１万１，８００円

と定めております。第２７号、西はりま消防組合議会の議決に付すべき締約及び財産

の取得又は処分に関する条例は、工事請負や製造請負は１億５，０００万円以上、財

産の取得または処分は２，０００万円以上と定めております。第２８号、西はりま消

防組合財政状況の公表に関する条例は、消防組合の財政状況を住民に年２回公表し、

その内容と方法を定めております。第２９号、西はりま消防組合消防手数料条例は、

消防法に規定する危険物施設等の許可・承認に伴う手数料の証明書の交付に伴う事務

手数料を定めております。第３０号、西はりま消防組合長期継続契約を締結すること

ができる契約を定める条例は、対象を１点目として事務機その他物品を借りるリース

契約など複数年にわたる契約を締結することが適当であるものとし、２点目として施

設管理業務その他の役務の提供を受ける必要があるものに限定しており、契約を締結

できる期間は５年以内と定めるものであります。第３１号、西はりま消防組合財産の

交換、譲渡、無償貸し付け等に関する条例は、西はりま消防組合の所有する財産の交
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換、譲渡、無償貸し付け等に関する取り扱いを定めております。第３２号、西はりま

消防組合火災予防条例は、火を使用する設備、器具、住宅用防災器具、指定数量未満

の危険物や指定可燃物等の設置、取り扱い等を基準に定めております。第３３号、西

はりま消防組合消防賞じゅつ金及び殉職者特別賞じゅつ金等条例は、消防職員が消防

業務の職務の遂行により死亡または障害状態となった場合に賞じゅつ金または傷病見

舞金を授与することを定めております。 

 以上で承認第１号についての説明を終わらせていただきまして、次に承認第２号、

専決処分した事件（兵庫県市町村職員退職手当組合への加入について）の承認を求め

ることについて御説明申し上げます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により別紙に添付しております規約のとおり、

兵庫県市町村職員退職手当組合へ加入することについて専決処分して同条第３項によ

り承認を求めるものでございます。専決処分に及んだ理由でございますが、平成２５

年４月１日から西はりま消防組合が発足し、地方自治法第２８６条第１項の規定によ

り職員の退職手当を共同処理するため兵庫県市町村職員退職手当組合に加入する必要

があり、既に加入しておられる組合市町の議会で協議していただき議決を賜ったとこ

ろです。よって兵庫県市町村職員退職手当組合に加入することについて、地方自治法

第２９０条の規定により議会の議決を求める必要がございますが、議会を招集する時

間的余裕がないことが明らかであると認められますので同日付で専決処分したもので

ございます。なお、兵庫県市町村職員退職手当組合へ西はりま消防組合が加入するこ

とにつきましては、各市町の議決をいただいておりますことを申し添えさせていただ

きます。 

 以上で承認第２号の説明を終わらせていただきまして、次に承認第３号、専決処分

した事件（西はりま消防組合指定金融機関の指定について）の承認を求めることにつ

いて御説明申し上げます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により西はりま消防組合の指定金融機関に株式
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会社三井住友銀行を指定することについて専決処分し、同条第３項の規定により承認

を求めるものでございます。指定金融機関制度は、地方自治法第２３５条第２項の規

定により地方公共団体が公金の収納又は支払事務の取り扱わせるため金融機関を指定

するものです。金融機関の指定につきましては、地方自治法施行令第１６８条第２項

の規定により議会の議決が必要ですが、この４月１日に西はりま消防組合が組織され

たことに伴い新たに金融機関を指定する必要が生じたもので、諸般の事情から議会を

招集する時間的余裕がないことが明らかであると認められますので、同日付で専決処

分したものでございます。三井住友銀行は消防本部所在地の中心的金融機関であり、

たつの市が指定金融機関に指定しており、当組合の財務会計システムと同様のシステ

ムを使用していますので、広域化後の円滑な会計処理を期待するために指定したもの

でございます。 

 以上で承認第１号から承認第３号までの３件についての提案説明を終わりますが、

議員各位におかれましては専決のやむを得ない事情を御理解いただきまして何とぞ慎

重審議を賜り御承認いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（柳生陽一） 

 上程議案に対する説明は終わりました。これより上程議案に対する質疑に入ります。

御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御発言がないので質疑を終結し直ちに討論に入ります。御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御発言がないので討論を終結し直ちに表決に入ります。 
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 お諮りいたします。上程中の承認第１号から承認第３号までの３件は原案のとおり

承認することに決して御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって承認第１号から承認第３号までの３件については原

案のとおり承認されました。 

～日程第９ 承認第４号～ 

○議長（柳生陽一） 

 次に日程第９、承認第４号、専決処分した事件（平成２５年度西はりま消防組合一

般会計暫定予算）の承認を求めることについてを議題といたします。 

 上程議案に対する説明を求めます。消防長。 

○消防長（横田京悟） 

 ただいま議題となりました承認第４号、専決処分した事件（平成２５年度西はりま

消防組合一般会計暫定予算）の承認を求めることについて、その提案の理由並びにそ

の内容について説明申し上げます。西はりま消防組合の発足に伴いまして当面の組合

運営に必要な経費としまして地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分しま

したので、同条第３項の規定により承認を求めようとするものでございます。 

 本組合は、平成２５年４月１日に発足したことに伴い地方自治法施行令第２条の規

定に基づき本予算や議会の議決を経て成立するまでの間に必要な経費について暫定予

算を調製し、管理者において専決処分を行ったもので、暫定予算の期間は４月１日か

ら６月３０日までの３カ月間とするものでございます。それではその内容につきまし

て簡単に御説明申し上げます。お手元の予算書１ページをごらんください。第１条で

歳入歳出予算の総額を１０億５，６４１万８，０００円と定めております。次に予算
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の内容について主な事業等を歳入歳出予算事項別明細書により説明させていただきま

す。 

 まず５ページをごらんください。歳出から申し上げます。第１款議会費につきまし

ては１０万２，０００円を計上しております。 

 次に第２款総務費の第１項総務管理費のうち一般管理費につきましては５８万６，

０００円を計上し、その主な内容につきましては事務消耗品及び電話料等でございま

す。次に６ページをごらんください。第２目文書広報費につきましては２１２万２，

０００円を計上し、その主な内容は組合例規集システム化業務委託料でございます。

次に第４目の情報管理費につきましては１５７万４，０００円を計上し、その主な内

容はインターネット接続料及びネットワーク関連システムの保守委託料でございます。 

 次に７ページをごらんください。第３款消防費の第１目消防費のうち常備消防費に

つきましては１０億３，５０６万３，０００円計上し、その主な内容につきましては

給与、職員手当等及び労災費等の人件費６億３，０９７万１，０００円、続いて８

ページをお開き願います。第１１節需用費につきましては２，４０１万９，０００円

計上し、その主な内容は消防職員の被服費及び消防救急業務費に必要な消耗品費、医

薬材料等でございます。次に第１３節委託料につきましては１，６４３万９，０００

円を計上し、その主な内容は指令台保守点検委託料でございます。次に９ページをご

らんください。第１８節備品購入費につきましては１，０６６万５，０００円を計上

し、その主な内容は気象情報収集装置等の施設機器購入費でございます。次に第１９

節の負担金補助及び交付金で３億３，９８５万１，０００円を計上し、その主な内容

は退職手当組合への加入金及び負担金でございます。次に第２目の消防施設費につき

ましては１，５９２万２，０００円を計上し、その主な内容は消防署所及び消防車両

の維持管理経費でございます。 

 以上で歳出の説明は終わりまして、次に歳入について御説明申し上げます。４ペー

ジをお開きください。第１１款分担金及び負担金につきましては１０億４，７９７万
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円を計上し、そのうち消防本部事務費負担金につきましては６７４万５，０００円を

計上し、その負担割合は３市２町が平等に負担することになっております。次に消防

署事務費負担金につきましては１０億４，１２２万５，０００円を計上し、その負担

割合につきましては各署の人件費及び物件費はそれぞれの構成市町が負担することに

なっております。 

 次に第１２款使用料及び手数料につきましては７１万４，０００円を計上し、その

主な内容は危険物施設等の設置及び変更手数料でございます。 

 次に第１９款諸収入につきましては７７３万４，０００円を計上し、山陽自動車道

及び中国自動車道の救急業務に対する支弁金でございます。 

 以上で承認第４号の提案説明を終わりますが、議員各位におかれましては専決のや

むを得ない事情を御理解いただきまして、何とぞ慎重審議を賜り承認いただきますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（柳生陽一） 

 上程議案に対する説明は終わりました。これより上程議案に対する質疑に入ります。

御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御発言がないので質疑を終結し直ちに討論に入ります。御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御発言がないので討論を終結し直ちに表決に入ります。 

 お諮りいたします。上程中の承認第４号は原案のとおり承認することに決して御異

議ございませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって承認第４号は原案のとおり承認することに決しまし

た。 

～日程第１０ 同意第１号～ 

○議長（柳生陽一） 

 次は日程第１０、同意第１号、西はりま消防組合監査委員選任の同意を求めること

についてを議題といたします。 

 地方自治法第１１７条の規定により７番清原良典議員の退場を求めます。 

（清原良典議員除斥） 

○議長（柳生陽一） 

 これより上程議案に対する説明を求めます。管理者。 

○管理者（西田正則） 

 ただいま議題となりました同意第１号、西はりま消防組合監査委員選任の同意を求

めることにつきまして提案の理由及びその内容を御説明申し上げます。 

 御高承のとおり監査委員は地方自治法の定めるところにより市の財務に関する事務

の執行及び経営に係る事業の管理等を監査することをその職務とするもので、行政運

営に関しすぐれた識見を有する者及び議会議員のうちからそれぞれ１名を議会の同意

を得て選任することとなっております。その任期は識見を有する者のうちから選任さ

れる者にあっては４年、議会議員のうちから選任される者にあっては議員の任期によ

るものでございます。 

 このたび選任しようとする竹代修一氏及び清原良典議員の経歴につきましては別添
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資料のとおりでございますが、両氏とも人格高潔にし、豊かな経験を有し適任者であ

ると確信いたしております。何とぞ慎重御審議の上、満場一致の御賛同を賜りますよ

うお願い申し上げまして説明を終わらせていただきます。 

○議長（柳生陽一） 

 上程議案に対する説明は終わりました。これより上程議案に対する質疑に入ります。

御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御発言がないので質疑を終結し直ちに討論に入ります。御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御発言がないので討論を終結し直ちに表決に入ります。 

 都合により分割して採決いたします。まず初めに上程中の同意第１号のうち竹代修

一氏についてお諮りいたします。同氏について原案のとおり同意することに決して御

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって同氏は原案のとおり同意されました。 

 次に上程中の同意第１号のうち清原良典氏についてお諮りいたします。同氏につい

て原案のとおり同意することに決して御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって同氏は原案のとおり同意されました。 

 ここで、ただいま監査委員に同意されました竹代修一氏、清原良典氏の両氏より発

言を求められておりますので、これを許します。 

○監査委員（竹代修一） 

 ただいま監査委員に御同意いただきました竹代修一でございます。一言御挨拶申し

上げます。 

 地方自治における監査の重要性を深く認識し、公正不偏の精神で職務を行い、職責

を全うしたいと考えております。議員の皆様方におかれましては何とぞ御指導、御鞭

撻を賜りますようお願い申し上げ、お礼の御挨拶とさせていただきます。ありがとう

ございます。（拍手） 

○監査委員（清原良典） 

 ただいま議会議員うちからの監査委員に御同意いただきました太子町の清原良典で

ございます。高席ではございますが、皆様方の御支援をいただきましたことに厚くお

礼を申し上げます。今後は監査委員としての職責を全うするため誠実公正にその責務

を遂行していきたいと存じております。皆様方の御指導、御鞭撻を賜りますことをお

願いを申し上げまして御挨拶とさせていただきます。ありがとうございます。（拍

手） 

○議長（柳生陽一） 

 ただいま選任されました竹代修一監査員については地方自治法第１２１条の規定に

より説明のため出席を求めた者の職・氏名に追加いたします。 
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～日程第１１ 同意第２号～ 

○議長（柳生陽一） 

 次に日程第１１、同意第２号、西はりま消防組合公平委員会委員選任の同意を求め

ることについてを議題といたします。 

 これより上程議案に対する説明を求めます。管理者。 

○管理者（西田正則） 

 ただいま議題となりました同意第２号、西はりま消防組合公平委員会委員選任の同

意を求めることにつきまして提案の理由及びその内容を御説明申し上げます。 

 本件は、西はりま消防組合公平委員会設置条例に基づき西はりま消防組合公平委員

会を設置することになったので、新たに委員を選任するため地方公務員法第９条の２

第２項の規定に基づき議会の同意を求めるものでございます。 

 御高承のとおり同委員会には構成市町長の協議により宍粟市、太子町及び佐用町か

ら１名ずつ選出することになっており、関係の市町長が定めた候補者を本市の議会の

同意を得て選任することになっております。地方公務員法第８条第２項に定められた

公平委員会の事務は職員の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求を審

査し、必要な措置をとること及び職員に対する不利益な処分について不服申し立てに

対する裁決または決定をすることなどであります。その委員の任期は４年でございま

す。選任しようとする清水康廣氏、松本文隆氏、内山宗一氏の経歴につきましては別

添資料のとおりでありまして、３氏いずれも伺いに当たり地方行政の要職を歴任され、

公平無私で人格識見ともにすぐれ、公平委員会委員としてまことに適任者であるもの

と確信いたしております。何とぞ満場一致をもって御同意賜りますようお願い申し上

げまして説明を終わらせていただきます。 
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○議長（柳生陽一） 

 上程議案に対する説明は終わりました。これより上程議案に対する質疑に入ります。

御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御発言がないので質疑を終結し直ちに討論に入ります。御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御発言がないので討論を終結し直ちに表決に入ります。 

 都合により分割して採決いたします。まず初めに上程中の同意第２号のうち清水康

廣氏についてお諮りいたします。同氏について原案のとおり同意することに決して御

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって同氏は原案のとおり同意されました。 

 次に上程中の同意第２号のうち松本文隆氏についてお諮りいたします。同氏につい

て原案のとおり同意することに決して御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって同氏は原案のとおり同意されました。 

 次に上程中の同意第２号のうち内山宗一氏についてお諮りいたします。同氏につい

て原案のとおり同意することに決して御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって同氏は原案のとおり同意されました。 

 ここで、ただいま西はりま消防組合公平委員会委員に同意されました清水康廣氏、

松本文隆氏、内山宗一氏の３氏より発言を求められておりますので、これを許します。 

○公平委員（清水康廣） 

 ただいま公平委員会委員として御同意いただきました清水康廣でございます。よろ

しくお願いします。一言御挨拶申し上げます。公平委員会は地方公共団体を支える人

事機関であり、その職責の重大さを今痛感しております。これからは公平中立を旨と

して誠実に職務を遂行してまいりたいと思います。議員の皆様方におかれましては、

格別の御指導、御鞭撻を賜りますようお願い申し上げて簡単でございますが、お礼の

御挨拶とさせていただきます。ありかごうございました。（拍手） 

○公平委員（松本文隆） 

 失礼いたします。ただいま同意案件人事において我々公平委員会の委員を拝命いた

しました。これから厳しい社会情勢の中で我々が与えられた職務は非常に厳しいもの

があると認識しております。精いっぱいその職務を果たしたいと、このように考えて

おりますので、議員さん方初め皆さんの力強い御指導、御鞭撻をいただきまして、そ

の職務を果たせるように今後も頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。本日はどうもありがとうございました。（拍手） 

○公平委員（内山宗一） 

 失礼いたします。一言お礼を申し上げさせていただきます。ただいまは公平委員会

委員の御同意をいただきましてまことにありがとうございました。内山宗一と申しま

す。公平委員会の重責の本当に大変な仕事ですけれども、公平で、そして中立な立場

に立って職務を果たしてまいりたいというふうに思っておりますので、議員の皆様方
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の力強い御指導を賜りますよう心よりお願い申し上げ、お礼の言葉とさせていただき

ます。本当にありがとうございました。（拍手） 

○議長（柳生陽一） 

 ただいま選任されました清水康廣氏、松本文隆氏、内山宗一氏の３氏の公平委員会

委員については地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席を求めた者の職・

氏名に追加いたします。 

～日程第１２ 議案第１号～ 

○議長（柳生陽一） 

 次に日程第１２、議案第１号、平成２５年度西はりま消防組合一般会計予算を議題

といたします。 

 これより上程議案に対する説明を求めます。消防長。 

○消防長（横田京悟） 

 ただいま議題となりました議案第１号、平成２５年度西はりま消防組合一般会計予

算について提案の理由及びその内容について御説明申し上げます。 

 まず１ページをごらんください。第１条において歳入歳出それぞれ２９億９，３５

７万５，０００円と定めております。その主な内容はお手元に配付いたしております

予算参考資料に詳細に記載いたしておりますので御清覧願います。次に第２条では歳

出予算の流用につきまして歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合

を表示いたしております。 

 次に予算の内容について主な事業等について歳入歳出予算事項別明細書により御説

明申し上げます。まず８ページの歳出から申し上げます。第１款議会費につきまして

は議員報酬及び議会運営に必要な経費として１１２万１，０００円を計上いたしてお

ります。 
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 次に９ページをお開き願います。第２款総務費の第１項総務管理費のうち第１目一

般管理費につきましては、情報公開等審査会委員及び管理者等の報酬並びに本部の運

営に必要な経費として２７８万３，０００円を計上いたしております。次に１０ペー

ジの第２目文書広報費につきましては、組合例規集システム化に伴う業務委託料及び

加除式図書の購入費等２３６万２，０００円を計上いたしております。次に第５目の

財産管理費につきましては、公用車両の燃料費及び借上料、本部庁舎の維持管理経費

等７８１万６，０００円を計上いたしております。次に１１ページをお開き願います。

第７目の情報管理費につきましては、インターネット接続料及びネットワーク関連シ

ステムの保守委託料等１８０万４，０００円を計上いたしております。 

 次に第５項の公平委員会費につきましては、公平委員会運営に必要な経費３８万４，

０００円を計上いたしております。次に１２ページの第６項監査委員費につきまして

は監査委員会運営に必要な経費３７万円を計上いたしております。 

 次に１３ページをお開き願います。第９款消防費の第１項消防費のうち第１目常備

消防費につきましては、予算総額２８億７３０万９，０００円を計上いたしておりま

す。この科目は相生、たつの、宍粟、太子、佐用の５つの消防署所等に勤務する職員

２７６人分の人件費と各署所の一般事務経費及び活動経費を計上いたしております。

まず人件費のうち第２節の給料には１０億６，３２５万３，０００円を計上し、第３

節の職員手当には、扶養手当、通勤手当等６億８，０７１万７，０００円、第４節の

共済費には兵庫県市町村共済組合負担金及び地方公務員災害補償基金負担金等の３億

４，４６８万４，０００円を計上しており、給与費、職員手当等及び共済費を合わせ

た人件費は２０億８，８６５万４，０００円となっております。次に第７節の賃金に

つきましては、２人分の賃金として３９９万４，０００円を計上いたしております。

次に１５ページをお開き願います。第９節の旅費につきましては、会議及び事務協議

等の普通旅費に消防大学校、兵庫県消防学校への実務研修、救急救命士養成の専門研

修等の特別旅費を加えた１，０２８万９，０００円を計上いたしております。次に第
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１１節の需用費につきましては、消防職員の被服貸与、消防一般事務、予防一般事務、

各署所活動事業の消耗品費とレッドパトロール事業の車両燃料費、消防救急通信指令

システムの修繕料、救急業務用の医薬材料費等５，０８０万５，０００円を計上いた

しております。次に第１２節の役務費につきましては、電話料金等の通信運搬費、空

気ボンベ等の点検手数料、予防接種等手数料等を加えた１，５５０万７，０００円を

計上いたしております。次に第１３節の委託料につきましては、消防救急無線デジタ

ル化に係る実施設計委託料、職員の健康診断委託料、恐れ入りますが１７ページをご

らんください。上段から６行目の指令台保守点検委託料につきましては相生、たつの

署、宍粟署、佐用署では現在も通信指令業務を個々に行っている通信指令業務用の指

令台の保守点検委託料等を加えた５，６７５万６，０００円を計上いたしております。

次に第１４節の使用料及び賃借料につきましては、ＮＴＴの通信回線使用料と位置情

報システムの発信地情報使用料等１，６４５万円を計上いたしております。次に１８

ページ、第１８節の備品購入費につきましては、気象情報収集装置等の庁用器具費に

救助用資機材、消防用資機材等の機械器具費等を加えた２，９７４万３，０００円を

計上いたしております。次に第１９節の負担金補助及び交付金につきましては、退職

手当組合への加入金及び負担金と消防学校入校負担金、救急救命士養成書負担金等を

加えた５億３，３９４万５，０００円を計上いたしております。 

 次に第３目の消防施設費につきましては、消防署所５署２分署４出張所と消防車両

等４８台の維持管理及び消防車両の購入費等を計上いたしております。まず第１１節

の需用費につきましては、各署所の光熱費、消防庁舎の維持管理経費、消防車両等の

修理代等５，３７７万６，０００円を計上いたしております。 

 次に１９ページをお開き願います。第１２節の役務費につきましては、消防車両等

の定期点検手数料及び自動車損害保険料等３５１万５，０００円を計上いたしており

ます。次に２０ページ、第１８節の備品購入費につきましては、たつの署に配備して

おります救助工作車及び新宮分署の広報車の更新費１億７０８万円を計上いたしてお
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ります。次に第１４款予備につきましては５０万円を計上いたしております。 

 以上で歳出の説明を終わりまして、次に歳入について御説明申し上げます。６ペー

ジをお開き願います。第１１款分担金及び負担金につきましては２９億４，６１９万

６，０００円を計上し、その主な内容は消防救急無線デジタル化の実施設計及び消防

署、消防本部の事務に係る構成市町の負担金でございます。次に第１２款使用料及び

手数料につきましては３３８万円計上し、その主な内容は危険物施設等設置及び変更

等手数料でございます。次に第１３款国庫支出金につきましては１，９６５万７，０

００円を計上し、その主な内容は歳出で御説明いたしました救助工作車に係る緊急消

防援助隊設備整備補助金の補助相当額でございます。 

 次に７ページをお開き願います。第１４款県支出金につきましては１７３万１，０

００円を計上し、その主な内容は西播磨県民局が設置した苦情警報盤の管理業務の救

出等に限り西はりま消防組合が企画する区域外警報盤等の管理委託金でございます。

次に第１９款諸収入のうち預金利息につきましては基礎額でございます。次に第５項

の雑入につきましては２，２６１万円を計上し、その主な内容は高速自動車道におけ

る救急業務に関する覚書に基づく平成２５年度分の支弁金及び兵庫県消防防災航空隊

へ派遣する職員１名に係る人件費相当額の補助でございます。 

 以上で議案第１号の説明を終わらせていただきますが、何とぞ慎重御審議を賜りま

して原案のとおり可決賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（柳生陽一） 

 上程議案に対する説明は終わりました。これより上程議案に対する質疑に入ります。

御発言ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御発言がないので質疑を終結し直ちに討論に入ります。御発言ございませんか。 
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（「なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御発言がないので討論を終結し直ちに表決に入ります。 

 お諮りいたします。上程中の議案第１号は原案のとおり可決することに決して御異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（柳生陽一） 

 御異議なしと認めます。よって議案第１号は原案のとおり可決されました。 

閉 会 宣 言 

○議長（柳生陽一） 

 以上で今期臨時会に付議された案件は全て議了いたしました。 

 これをもって第１回西はりま消防組合議会臨時会を閉会といたします。 

閉会のあいさつ 

○議長（柳生陽一） 

 閉会に当たりまして一言お礼申し上げます。本臨時会に付議された案件につきまし

ては、議員各位の慎重な御審議により滞りなく議了できましたことに対し厚く御礼申

し上げます。管理者以下執行者におかれましては、消防組織、施設の充実につながる

よう一層の御精進と御尽力を賜りますことを願うものでございます。議員各位におか

れましては、くれぐれも健康に御留意され本組合の発展と議会活動の充実のため一層

の御協力を賜りますようお願い申し上げまして閉会の御挨拶とさせていただきます。 

 管理者。 
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○管理者（西田正則） 

 閉会に当たりまして一言御挨拶申し上げます。 

 組合設立後初めての議会となりました第１回西はりま消防組合議会臨時会が議員各

位並びに理事者側の皆様の議会運営への格別の御協力により無事閉会を迎えることが

できましたこと、まずもって深く感謝申し上げる次第でございます。特に今期臨時会

には新議会スタートに際しての重要な正副議長の御決定を初め、西はりま消防組合議

会の根幹となります会議規則の制定並びに新組合の発足に欠かすことのできない重要

な条例や予算につきまして、議員各位に終始極めて熱心かつ慎重なる御審議をいただ

き、いずれも適切なる御決定を賜りました。今後は今期臨時会で御決定いただきまし

たことを基盤として本当の意味での消防広域化行政が始まります。議員各位におかれ

ましてはくれぐれも御自愛いただきながら、新消防組合の広域化行政の充実発展のた

め御精励賜りますよう心から念願いたしまして閉会の御挨拶といたします。本当にあ

りがとうございました。 

（午後３時３分閉会） 
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 地方自治法第１２３条の規定により署名する。 

平成２５年４月２２日 
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